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光ファイバー伝送技術と VLSI の技術の向上，および，マルチメディア通信に対する高い要求を背景に， ATM 
(Asynchronous Transfer Mode , 非同期転送モード)は，広帯域 ISDN の中心となる伝送・交換技術として ITU
-TS (International Telecommunication Union -Telecom -munication Standardization Sector) において










本の呼に着目した end -to -end のトラヒック特性を明らかにする。








のような制御が有効に機能すると考えられるアプリケーションとして ATM を用いた LAN 間接続がある。本論文で
は，新しい LAN トラヒックモデルを提案し，それを用いて帯域可変制御を行なう LAN-ATM ゲートウェイの性能
評価を解析的に行なう。
論文審査の結果の要旨





ができ，この情報に基づいて，統計多重を考慮した有効な呼受付制御が可能となった。さらに end -to -end におけ
トラヒック伝送遅延特性も知ることができ，音声，映像などの連続トラヒックに対する有効なセル送出制御が可能とな
った。





第 3 に，帯域可変制御の性能評価である。 ATM 網では，割り当てられた帯域を越えない範囲でセルを送出するが，
時間的に大きく変動するトラヒックに対しては，呼設定後も，トラヒックの発生状況に応じて帯域を動的に変える帯域
可変制御を行うことが考えられる。ここでは，この制御方式を， ATM により LAN を相互接続したモデルに適用した
場合の性能評価を解析的に行い，有効に機能することを示した。
以上のように，本論文は， ATM 網を実用化する上で多くの有用な知見を与えるもので，学位論文として価値あるも
のと認める。
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